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わる症状ではないが QOL（Quality of Life）の低下を引き起こしているのは明らかである。 
男性更年期障害は「加齢に伴う臨床的・生化学的症候群であり、特有の症状と血中テス
トステロン低下に特徴づけられる」と定義されており、2004年にプラハで開催された国際































































図 2 男性更年期障害の種類 







μg/ dl、女性で 0.07±0.03 μg/ dlであり明らかに性差がある。テストステロンを含む精巣か
らのステロイドホルモンは不明なものが多いが、ヒトやラット試験で、精嚢腺や前立腺な
どの標的臓器では 5α ジヒドロテストステロン（5α-dihydrotestosterone; DHT）が関与し
ていることは確認されており、テストステロンが細胞内の還元酵素である 5αリダクターゼ





















































































ィディー（ユリ科の植物）が知られている。マツ（Pinus spp.）は米国では P. sylvestris















































99.5%特級エタノール（和光純薬）, 一級メタノール（和光純薬）, Testosterone propionate
（和光純薬）, 5α-Dihydrotestosterone（和光純薬）, 牛胎児血清 CS-FBS（GIBCO）, 0.1%
トリプシン EDTA（GIBCO）,ジメチルスルオキシド（和光純薬）, リン酸緩衝溶液＊1,  
 
＊ 1 リン酸緩衝液の調製 





7週齢（体重 28～31 g）を用いた。マウスは飼育室にて 12時間の明暗サイクル（明期 8:00
～20:00）、温度 25±0.5℃、湿度 60±3％、飼料（MRストック、日本農産工業株式会社製）
と水は自由摂取という条件で飼育した［２２］。本研究では、実験動物の飼養及び保管並び




















を腹腔内投与して、モデル動物とした［２４］。これを男性更年期マウスとして in vivo 試










































行った。Finasteride投与群に 0.1 mg/ kg（fina 0.1）, 0.5 mg/kg（fina 0.5）, 2.5 mg/kg（fina 










TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
Fina0.1：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Finasteride (0.1 mg/kg) p.o. 
Fina0.5：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Finasteride (0.5 mg/kg) p.o. 
Fina2.5：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Finasteride (2.5 mg/kg) p.o. 
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Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, **：p < 0.01, ***：p < 0.005 vs Control (TP) 
 

































































勢マウスと非去勢マウスにポジティブコントロールとして Finasteride と Flutamide を投
与する試験を行った。 
去勢マウスと非去勢マウスそれぞれに 0.5mg /kg の Finasteride（fina）, 10mg/ kgの
Flutamide（flu）を強制経口投与した。去勢したマウスには、Control群（TP）、Finasteride















fina：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p. ＋ Finasteride (10 mg/kg) p.o. 




fina：去勢＋ Finasteride (10 mg/kg) p.o. 
flu：去勢＋Flutamide (0.5 mg/kg) p.o. 
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Each value represents mean ±S.E. (n=6)  










































Each value represents mean ±S.E. (n=6)  
*：p < 0.05 vs Control (normal) 
 























































２－５ LNCaP細胞を用いた細胞増殖試験（in vitro） 









滅菌済み 96 well plate (Corning Inc.)にLNCaP細胞を 1.0×10４ cell/ wellになるようにま
き、そこへ評価するサンプルを添加した。サンプルを添加してないものをコントロールと
して、37℃、5％CO2の条件においてインキュベーター内で培養させ、3日後にMTT assay



























 ODSシリカゲルは（株）ナカライテスク製のシリカゲル Cosmosil 75C18-OPNを用いた。 
 順相シリカゲルは（株）メルク製のシリカゲル 60を用いた。 
（ｂ）高速液体クロマトグラフィー（HPLC） 
目的とする成分の分析および分取には、日光分光（製）の送液ポンプ PU-2089i plus 型装
置および紫外分光光度計 UV-2070i plus 型装置を用いた。カラムは野村化学（株）製
Develosil ODS HG-5または Develsil 30-5を用いた。 
（ｃ）分析用薄層クロマトグラフィー（TLC） 
E Marck社製 TLCプレート、ODS RP-18WF254S(Art. 1.13124)を用いた。化合物の検出は、
UV（254nm）の照射と、p -アニスアルデヒドの含有エタノール溶液（95％エタノール 500 










して、ppmで記載した。多重度は s （単一線）、d （二重線）、t （三重線）、q （四重線）、
m （多重線あるいは複雑に重なったシグナル）と略記した。スピン結合定数 Jは Hzで記
載した。 
 









（1）COSY：データポイント数   （512×128） 
（2）HMQC：データポイント数   （512×128）, Δ1=1/2J=180 ms[1JCH=145 Hz] 
（3）HMBC：データポイント数   （512×128）, Δm=1/2J=83 ms[2,3JCH=6 Hz] 









男性更年期障害モデルマウスを用いたスクリーニングを行った。10 日間サンプルと TP 






















ブロッコリー スプラウト ピンクペッパー 
カルダモン タラゴン 




ウミウチワ 伊豆サンプル 13 



























バナナ果軸 6-M ITＩC 
バナナ葉柄 サンジャクバナナ（葉） 
バナナ葉 サンジャクバナナ（茎） 
オリゴノー ル サンジャクバナナ（根） 
フサゴカイ ハチノコ 
ＶＡＬＥＲＩＡＮＡ ＣＯＲＴＥ ＴＥ セミ幼虫 
レンブ（葉） カイコサナギ 
クロナマコ イレイセン 





































TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
バナナ皮：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ皮抽出物 (100 mg/kg) p.o. 
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図 10 バナナの皮抽出物投与によるマウス各臓器への影響 
Each value represents mean ±S.E. (n=6) 

































































  活性が確認されたフラクション 








































検討を行った後に、シリカゲルオープンカラムを用いてFr. 1～Fr. 5の 5つの画分を得た（図
11）。これらをエバポレーターで減圧乾固させてマウスに投与して活性試験を行った。 
分画物投与群に Fr. 1 (8.3 mg/kg), Fr. 2 (17 mg/kg), Fr. 3 (10 mg/kg), Fr. 4 (4.2 mg/kg), 
を強制経口投与、Control群（TP）と分画物投与群は 2.0 mg/ kgのプロピオン酸テストス
テロン（TP）投与を行い、TPが、前立腺大きさおよび精嚢腺重量に影響することを確認す
るため、去勢手術のみの群を casとした。 
図 12の活性試験の結果より、短径では Fr.1と Fr.2、長径では Fr.1と Fr.4に有意な前立
腺大きさの減少が確認された。精嚢腺重量で Fr. 1に有意な減少が確認された。以上の結果
より Fr. 1の分画を進めた。 
 
 【図 12】 
cas：去勢のみ 
TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
Fr.1：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr.1 (8.3 mg/kg) p.o. 
Fr.2：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr.2 (17 mg/kg) p.o. 
Fr.3：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr.3 (10 mg/kg) p.o. 
Fr.4：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr.4 (4.2 mg/kg) p.o. 
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Each value represents mean ±S.E. (n=6) 





































































トグラフィー（HPLC）を用いて流速 5 ml/minで分画を行った（図 13）。図 14のようなチ
ャートが確認されたので、これを Fr. 1-1 ～Fr. 1-5に分けて採取して、エバポレーターで
減圧乾固させた。Fr. 1-5は少量だったため、Fr. 1-4と混ぜた。 
 
  活性が確認されたフラクション 







Fr. 1  -1 -2 -3 -4   -5 
Fr. 1をEtOAcに溶解させてインジェクト 
H PLC Develosil 30-5 (20×250nm)  
 EtOAc/ M eO H= 1/1, flow= 5.00 ml/ min 
















HPLC Develosil 30-5 ( 20×250 mm) 
EtOAc/ MeOH= 1/1, Flow= 5.0 ml/ min
図 13 バナナ皮 Fr. 1の分画スキーム 
図 14 図 13で得られた Fr.１の分離で得られたＨＰＬＣチャート 
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Fr. 1-1～Fr. 1-5について LNCaP細胞で細胞試験を行い、細胞増殖を観察した。 
図 15の細胞試験の結果より、Fr. 1-3に増殖抑制作用が確認されたので、Fr. 1-3の分画
を進めることにした。 
 









































  活性が確認されたフラクション 














HPLC Develosil 30-5 ( 20×250 mm) 
EtOAc/ Act= 3/1, Flow= 5.0 ml/ min
 
 
Fr.1-3-  -1  -2    -3 
Fr. 1-3をEtOAcに溶解させてインジェクト 
H PLC Develosil 30-5 (20×250nm)  
 EtOAc/ Act= 3/1, flow= 5.00 ml/ min 
detection = U V 254 nm 
 
図 16 バナナ皮 Fr.１-３の HPLCスキーム 
図 17 図 16で得られた Fr. 1-3の分離で得られたHPLCチャート 
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 Fr. 1-3-1～Fr. 1-3-3で LNCaP細胞で細胞試験を行い、細胞増殖を観察した（図 18）。


















































 精製した cycloeucalenone とバナナ皮メタノール抽出物を in vivo で評価を行った。




 図 20の活性試験の結果より、バナナ皮抽出物と cycloeucalenoneに有意な前立腺の大き
さおよび精嚢腺重量の減少が確認された。
【図 20】 
TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
バナナ皮：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ皮抽出物 (100 mg/kg) p.o. 




Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
***：p < 0.005 vs Control (TP) 
 
 



























































３－５ バナナ皮抽出物の DHT投与マウスへの影響 
今まではアンドロゲンとしてモデルマウスにテストステロンを投与していたが、メカニ
ズムを推定するために DHTを投与して試験を行った。DHTはコーン油に溶解させて 1日
1回 6.0 mg/ kgを腹腔内投与した。バナナ皮抽出物(100 mg/kg)、ポジティブコントロール








DHT：去勢＋DHT (6.0 mg/kg) i.p.  
Fin 0.5：去勢＋DHT (6.0 mg/kg) i.p.＋ Finasteride (0.5 mg/kg) p.o. 
Flu 10：去勢＋DHT (6.0 mg/kg) i.p.＋ Flutamide (10 mg/kg) p.o. 







図 17 DHT投与マウスの各臓器へのバナナ皮抽出物が与える影響 
Each value represents mean ±S.E. (n=6) 





































































TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
バナナ皮：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ皮抽出物 (100 mg/kg) p.o. 







Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, ***：p < 0.005 vs Control (TP) 
 
 










































































TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
1H：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ皮メタノール１時間浸漬抽出物 (100 mg/kg) p.o. 
3H：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ皮メタノール 3時間浸漬抽出物 (100 mg/kg)p.o. 
5D：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ皮メタノール 5日間浸漬抽出物 (100 mg/kg)p.o. 
1日：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ皮メタノール 1日乾燥パウダー(100 mg/kg)p.o. 























図 19 バナナ皮抽出法によるマウス各臓器への影響 
Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
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３－８ cycloeucalioneと植物ステロールの比較試験（in vivo） 
 
各投与群に 0.6 μmol/kgの campesterol, stigmasterol, cycloeucalenone, β-sitosterolを強
制経口投与、全ての群に 2.0 mg/kgのプロピオン酸テストステロン（TP）投与を行った。





TP  ：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
cam ：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p. ＋campesterol(0.6μmol/kg) i.p. 
stig ：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p. ＋ stigmasterol(0.6μmol/kg) i.p. 
cyclo：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p. ＋cycloeucalenone(0.6μmol/kg) i.p. 
β-sito：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p. ＋β-sitosterol(0.6μmol/kg) i.p. 
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図 20 植物ステロール投与によるマウス各臓器への影響 
Each value represents mean ±S.E. (n=6) 




















































































TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
葉：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ サンジャクバナナ葉抽出物(100 mg/kg) p.o. 
茎：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ サンジャクバナナ茎抽出物 (100 mg/kg) p.o. 
根：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ サンジャクバナナ根抽出物 (100 mg/kg) p.o. 
 
【図 25】 
TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
葉：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ葉抽出物 (100 mg/kg) p.o. 
葉柄：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ葉柄抽出物 (100 mg/kg) p.o. 
果軸：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ バナナ果軸抽出物 (100 mg/kg) p.o. 





Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, **：p < 0.01, ***：p < 0.005 vs Control (TP) 
 
























































Each value represents mean ±S.E. (n=6) 


































































campesterol や stigmasterol と同等もしくは強い抗アンドロゲン活性をもつことがわかっ
た。プロピオン酸テストステロンではなく DHTを投与した去勢マウスを用いた試験では前
立腺大きさや精嚢腺重量の減少が見られなく Finasterideと同じ挙動を示したことから、現
段階では cycloeucalenoneは 5αリダクターゼ阻害活性などテストステロンが DHTに変換
される前の段階に作用することがわかった。 
また、バナナの皮は抽出条件や乾燥条件による大きい活性の変化は見られなかった。安












第４章 レモン（Citrus limon）葉のアンドロゲン作用に関する研究 
 
４－１ レモン（Citrus limon）とは 














切物として 10倍量の 1級メタノールに 3日間浸漬させてろ過を行いエバポレーターにて減
圧乾固させたものをサンプルとして利用した。 
レモンの葉抽出物投与群にレモンの葉抽出物 10 mg/kg（lem 10）, 100 mg/kg（lem 100）, 








TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
lem 10 ：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋レモン葉抽出物 (10 mg/kg) p.o. 
lem 100：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋レモン葉抽出物 (100 mg/kg) p.o. 






Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, **：p < 0.01 vs Control (TP) 
 












































































LLM：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋レモン葉メタノール抽出物 (100 mg/kg) p.o. 

















Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, ***：p < 0.005 vs Control (cas) 




























































スイート：去勢＋スイートレモンの葉メタノール抽出物 (100 mg/kg) p.o. 
















Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, ***：p < 0.005 vs Control (cas) 
図 26 2種類のレモン葉投与によるマウス各臓器への影響 
0.0
2.0















































Each value represents mean ±S.E. 
*：p < 0.05, ***：p < 0.005 vs T(-) 
































ロロメタンの 4つに分けてエバポレーターで減圧乾固させた（図 32）。 
分画物投与群に 100 mg/kgの、水画分（water）、60％メタノール画分（60％MeOH）、
ヘキサン画分（Hex）、ジクロロメタン画分（ジクロロ）を強制経口投与、Control群（TP）






  活性が確認されたフラクション 
   
括弧内の数字は収率を表す 
【図 33】 
TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
water：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ 水画分(100 mg/kg) p.o. 
60Me：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ 60％メタノール画分 (100 mg/kg) p.o. 
Hex：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ ヘキサン画分(100 mg/ kg) p.o. 
ジクロロ：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ ジクロロメタン画分(100 mg/kg) p.o. 
 



























Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, ***：p < 0.005 vs Control (TP) 
 























































  活性が確認されたフラクション 





図 30 レモン葉の活性成分分画スキーム② 
【図 35】 
cas ：去勢  
LLM：去勢＋ レモン葉メタノール抽出物(100 mg/kg) p.o. 
Water：去勢＋水画分② (76 mg/kg) p.o. 










Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, ***：p < 0.005 vs Control (TP) 
 




























































ヘキサン画分をシリカゲルオープンカラムで Fr. 1～Fr. 5に分画した（図 36）。 
Fr. 1 (9.4 mg/kg), Fr. 2 (24.6 mg/kg), Fr. 3（11.8 mg kg）, Fr. 4 (80.6 mg/kg), Fr. 5 (73.6 mg/ 
kg) を強制経口投与した。Control群（TP）と分画物投与群は 2.0 mg/ kgのプロピオン酸
テストステロン（TP）投与を行った。 
図 37の活性試験の結果より、すべての画分で前立腺大きさの有意な増加がみられなかっ
たが、Fr. 1投与群で精嚢腺重量に有意な増加が確認されたので、Fr. 1を HPLCで分画し
た結果、図 38に示すチャートが得られた。 
 
  活性が確認されたフラクション 




図 32 ヘキサン画分スキーム 
【図 37】 
TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
Fr.1：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr.1 (9.4 mg/kg) p.o. 
Fr.2：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr.2 (24.6 mg/kg) p.o. 
Fr.3：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr.3 (11.8 mg/kg) p.o. 
Fr.4：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr.4 (80.6 mg/kg) p.o. 













EtOAc/Hex=1/9  1.000ml /min 254nm
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Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05 vs Control (TP) 
 
 









































































Fr. 1を HPLCで分画して得た Fr. 1-A, 1-B, 1-C, 1-D（メタノール 100％カラムを洗浄時
に得られたもの）を、Fr. 1-A (2.7 mg/kg), Fr. 1-B (1.4 mg/kg), Fr. 1-C（2.7 mg/kg）, Fr. 1-D 







Fr. 1  -A   -B   -C  
図 34 ヘキサン画分 Fr.1の分画で得られた HPLCチャート 
【図 39】 
TP：去勢＋TP (2.0 mg/kg) i.p.  
Fr. 1-A：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr. 1-A (2.7 mg/kg) p.o. 
Fr. 1-B：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr. 1-B (1.4 mg/kg) p.o. 
Fr. 1-C：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr. 1-C (2.7 mg/kg) p.o. 
Fr. 1-D：去勢＋TP(2.0 mg/kg) i.p.＋ Fr. 1-D (1.4 mg/kg) p.o. 
 
Fr. 1をEtOAcに溶解させてインジェクト 
H PLC Develosil 30-5 (20×250nm)  
 EtOAc/ Hex= 1/, flow= 5.00 ml/ min 
detection = U V 254 nm 
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Each value represents mean ±S.E. (n=6) 
*：p < 0.05, ***：p < 0.005 vs Control (TP) 
 



























































ブタノール画分をシリカゲルカラムクロマトグラフィーで Fr. 1～Fr. 6 に分画した（図
40）。 
Fr. 1 (34 mg/kg), Fr. 2 (22 mg/kg), Fr. 3（9.3 mg/kg）, Fr. 4 (5.4 mg/kg), Fr. 5 (13 mg/kg), 
Fr. 6 (2.0 mg/kg)を強制経口投与した。Control群はサンプルを投与しない去勢手術のみ群
（cas）とした。 
図 41の活性試験の結果より、短径では Fr.1, Fr. 2, Fr. 4, Fr. 5 に有意差があり、長径で
は Fr. 4と Fr. 5に有意差が確認された。精嚢腺重量では Fr. 3, Fr. 4, Fr. 5に有意な増加が





















MeOH 25%→ MeOH 100%
【図 41】 
cas ：去勢  
Fr. 1：去勢＋Fr. 1 (34 mg/kg) p.o. 
Fr. 2：去勢＋Fr. 2 (22 mg/kg) p.o. 
Fr. 3：去勢＋Fr. 3 (9.3 mg/kg) p.o. 
Fr. 4：去勢＋Fr. 4 (5.4 mg/kg) p.o. 
Fr. 5：去勢＋Fr. 5 (13 mg/kg) p.o. 
Fr. 6：去勢＋Fr. 6 (2.0 mg/kg) p.o. 
 
図 36 ブタノール画分スキーム① 
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図 37 ブタノール分画物 Fr. 1～Fr. 5投与によるマウス各臓器への影響 
Each value represents mean ±S.E. (n=6) 

























































Fr. 4をシリカゲルカラムクロマトグラフィーで Fr. 4-1～Fr. 4-6に分画した（図 42）。図
43のようなHPLCチャートが得られたので、Fr. 4-1 (34 mg/kg), Fr. 4-2 (22 mg/kg), Fr. 4-3
（9.3 mg/ kg）, Fr. 4-4 (5.4 mg/ kg), Fr. 4-5 (13 mg/ kg) を強制経口投与した。Control群
はサンプルを投与しない去勢手術のみ群（cas）とした。Fr. 4-6は少量だったので Fr. 4-5
に混ぜた。 
図 44の活性試験の結果より、短径では Fr. 4-3に有意差があり、長径では Fr. 4-5に有意
差が確認された。精嚢腺重量では Fr. 4-1と Fr. 4-2に有意な増加が確認された。精嚢腺で
活性が見られた Fr. 4-1と Fr. 4-2を混ぜて再び分画を行うことにした。 
















HPLC Develosil HG-5 ( 20×250 mm) 
Water/ MeOH = 2/3, Flow= 5.0 ml/ min
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Fr. 4-  -1-2 -3  -4   -5   -6 
図 39 図 42で得られた Fr.4の分画 HPLCチャート 
【図 44】 
cas ：去勢  
Fr. 4-1：去勢＋Fr.4-1 (1.6 mg/kg) p.o. 
Fr. 4-2：去勢＋Fr.4-2 (1.6 mg/kg) p.o. 
Fr. 4-3：去勢＋Fr.4-3 (3.6 mg/kg) p.o. 
Fr. 4-4：去勢＋Fr.4-4 (2.0 mg/kg) p.o. 






Develosil O D S  H G -5 (20×250nm)   
 EtOAc/ M eO H= 1/1,  
flow= 5.00 ml/ min 
detection = U V 254 nm 
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図 40 ブタノール分画物 Fr. 3-1～Fr. 3-5 投与によるマウス各臓器への影響 
Each value represents mean ±S.E. (n=6) 

























































































バナナ植物体の果実を除く地上部位の各アルコール抽出物において in vivo および in 
vitro で抗アンドロゲン作用が確認された。その中でも、バナナの皮抽出物でさらに研究を
進めた結果、バナナの皮は濃度依存的な抗アンドロゲン作用があり、その有効成分の 1 つ
に cycroeucalenoneがあることが確認された。メカニズムとしては、DHTを使用した in vivo
試験で Finasterideと同じ挙動を示したことから、現段階では 5αリダクターゼの阻害と考
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添付資料２（男性脱毛症に有効な新規食品素材探索の in vivo試験系確立） 
